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① 団体・機関名 一般社団法人北海道医師会 カテゴリー

1
出荷停止に伴う診療報酬の算定方法などについて、各郡市・医育機関医師会へ情報提
供を行っている。

C:情報提供

2
後発医薬品に限らず、不足が生じている医薬品等の取扱い等について「北海道医報」に
て各医療機関へ情報を通知している。

C:情報提供

3

4

5

1
今後も上記にあるように診療報酬の算定や供給・取扱い等について各郡市・医育機関医
師会・医療機関へ提供を行う予定。

C:情報提供

2

3

4

5

1 今後の供給状況について。 A:安定供給

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団体等
を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その際、
カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを選択
してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構です。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で確
認したい事項

取組状況

取組予定

②

③

④

1



① 団体・機関名 全国自治体病院・市立函館病院 カテゴリー

1 医薬品供給不足が病院薬剤師業務に与える影響調査結果(2024/05) A:安定供給

2
医薬品の供給障害が後発医薬品の使用促進を阻んでいるため、とても苦労している。
後発医薬品の品質や差別化の比較というよりは安定供給できる後発医薬品がないか
検討することが通常業務になっている。

A:安定供給

3
2024年度になり多くの後発医薬品が基礎的医薬品に変更され、後発医薬品の数量シェ
アに影響が出たが、令和6年3月5日に通知が発出され「診療報酬における加算等の算
定対象となる後発医薬品」後発医薬品使用体制加算を維持できた。

D:使用促進

4
令和6年10月より長期収載品の処方等又は調剤に係る選定療養の扱いが施行され、後
発医薬品への切り替えの促進に貢献された。

D:使用促進

5

1
後発医薬品、後続医薬品（バイオシミラー）に変更可能な医薬品は積極的に後発化を行
い、引き続き後発医薬品、バイオシミラーへの切り替え、使用促進への取り組みを継続
していく。

D:使用促進

2
先発医薬品と効能・効果が異なる後発医薬品、後続医薬品の使用を高められるよう工
夫を検討していく

D:使用促進

3

4

5

1

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団体
等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを選
択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④

2



医薬品供給不足が病院薬剤師業務に
与える影響調査

2024年5月17日
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853 219 25.7 853 219 25.7

北 海 道 85 24 28.2 767 197 25.7

東 北 133 35 26.3 099床以下 222 25 11.3

関 東 156 41 26.3 100床台 183 36 19.7

北 陸 ・ 信 越 87 21 24.1 200床台 82 26 31.7

近 畿 ・ 東 海 175 46 26.3 300床台 115 33 28.7

中 国 ・ 四 国 121 31 25.6 400床台 71 24 33.8

九 州 96 21 21.9 500床以上 94 53 56.4

39 17 43.6

15 2 13.3

32 3 9.4

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

回答
病院数

回答率
（%）

全　　体 全　　体

一般病院

精神科病院

【 地域別 】
会員

病院数
【 種類・病床規模別 】

会員
病院数

回答
病院数

回答率
（%）

本調査では、療養型病院＝全病床のうち80％以上が
療養病床、ケアミックス病院＝全病床のうち療養病
床が50％以上80％未満とした

調査ならびに回答病院の概要
【 調査実施期間 】2024年2月6日～5月2日 【 調査対象 】853病院

【 調査対象期間 】2024年3月末時点 【 有効回答 】219病院（25.7%）

① 設問により無回答があるため回答病院数が異なっている

② 表示されている桁以下を四捨五入しているため合計が100%にならない場合がある

③ 複数回答可の設問においては、%の合計が100%を超える場合がある

留
意
事
項 1
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常勤
薬剤師数

非常勤
薬剤師数

100床
当たり

薬剤師数
（人） （人） （人）

219 16.7 1.0 5.7

197 18.2 1.0 5.9

099床以下 25 2.0 0.1 3.5

100床台 36 5.9 0.5 4.7

200床台 26 10.0 1.0 5.1

300床台 33 17.1 0.7 5.7

400床台 24 22.9 1.7 5.8

500床以上 53 36.7 1.8 6.4

17 3.5 0.7 2.2

2 1.5 0.5 2.7

3 3.7 0.0 3.8ｹｱﾐｯｸｽ病院

回答
病院数

全　　体

一般病院

精神科病院

療養型病院

診療科数／病床数／薬剤師数

2

■ 診療科数／許可・実稼働病床数 ■ 常勤・非常勤薬剤師数（平均）／100床当たり薬剤師数※

（診療科） （床） （床）

219 21 336 311

197 22 350 327

099床以下 25 7 64 62

100床台 36 13 161 137

200床台 26 22 238 218

300床台 33 23 337 312

400床台 24 29 446 420

500床以上 53 33 631 601

17 3 244 193

2 3 75 75

3 10 115 96

回答
病院数

診療
科数

許可
病床数 実稼働

病床数

全　　体

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

※ 実稼働病床で算出
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外来患者に対する主な処方の方法

3

（病院） （%） （病院） （%）

218 15 6.9 203 93.1

196 12 6.1 184 93.9

099床以下 25 5 20.0 20 80.0

100床台 36 4 11.1 32 88.9

200床台 26 0 0.0 26 100.0

300床台 33 0 0.0 33 100.0

400床台 24 0 0.0 24 100.0

500床以上 52 3 5.8 49 94.2

17 2 11.8 15 88.2

2 0 0.0 2 100.0

3 1 33.3 2 66.7ｹｱﾐｯｸｽ病院

院内処方 院外処方
回答

病院数

全　　体

一般病院

精神科病院

療養型病院

6



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

203 91 44.8 83 40.9 29 14.3

184 84 45.7 75 40.8 25 13.6

099床以下 20 9 45.0 4 20.0 7 35.0

100床台 32 13 40.6 12 37.5 7 21.9

200床台 26 14 53.8 11 42.3 1 3.8

300床台 33 17 51.5 15 45.5 1 3.0

400床台 24 9 37.5 13 54.2 2 8.3

500床以上 49 22 44.9 20 40.8 7 14.3

15 6 40.0 8 53.3 1 6.7

2 1 50.0 0 0.0 1 50.0

2 0 0.0 0 0.0 2 100.0

回答
病院数

院外薬局の薬剤師が
病院内の薬剤師に
問い合わせ内容を伝え、
病院内の薬剤師が必要に
応じて医師に問い合わせる

院外薬局の
薬剤師が医師に
直接問い合わせる

その他

全　　体

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

院外薬局からの処方薬に関する問い合わせ対応の方法

4

その他の内容

• 医師に直接行う場合もあるし、供給停止の場合
等は薬局に相談してくることもある。

• 医事課担当者が医師に確認する。

• 院外薬局の薬剤師が医事課、もしくは外来看護
師問い合わせ内容を伝え、必要に応じて医師へ
問い合わせる。

• 院外薬局の薬剤師が外来看護師に内容を伝え、
その内容を医師に問い合わせる。

• 院外薬局より疑義照会FAXが届き、病院スタッ
フが返答先（医師、薬剤師、医事課）に内容を
伝え、得られた回答を院外薬局へFAXで返答。

• 通常は「1.院外薬局の薬剤師が病院内の薬剤師
に問い合わせ内容を伝え、病院内の薬剤師が必
要に応じて医師に問い合わせる」。急ぐ場合は
「2.院外薬局の薬剤師が医師に直接問い合わせ
る」。

• 診察時間帯の医師在室時は対応2を、午後など
診察終了以降外来に医師が不在の場合は対応1
とするようにしている。

• 専用の疑義照会兼副作用報告様式に記入し、医
事課にFAXする。医事課から外来診察室（医
師）に用紙が送られ、医師から保険薬局に回答
を行う。 など

7



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

198 49 24.7 70 35.4 79 39.9

179 45 25.1 68 38.0 66 36.9

099床以下 18 2 11.1 6 33.3 10 55.6

100床台 31 9 29.0 9 29.0 13 41.9

200床台 25 7 28.0 5 20.0 13 52.0

300床台 33 8 24.2 15 45.5 10 30.3

400床台 24 5 20.8 12 50.0 7 29.2

500床以上 48 14 29.2 21 43.8 13 27.1

15 4 26.7 1 6.7 10 66.7

2 0 0.0 1 50.0 1 50.0

2 0 0.0 0 0.0 2 100.0

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

導入していない回答
病院数

導入している
（院内対応型）

導入している
（薬局対応型）

全　　体

一般病院

院外薬局からの問合せに対する問い合わせ簡素化プロトコルの導入状況

5

8



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

216 97 44.9 56 25.9 63 29.2

194 92 47.4 47 24.2 55 28.4

099床以下 25 8 32.0 7 28.0 10 40.0

100床台 35 10 28.6 11 31.4 14 40.0

200床台 26 14 53.8 6 23.1 6 23.1

300床台 32 14 43.8 11 34.4 7 21.9

400床台 24 14 58.3 4 16.7 6 25.0

500床以上 52 32 61.5 8 15.4 12 23.1

17 3 17.6 9 52.9 5 29.4

2 1 50.0 0 0.0 1 50.0

3 1 33.3 0 0.0 2 66.7

回答
病院数

はい いいえ わからない

全　　体

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

2019年以前における供給不足による医薬品の入手状況

6

Ｑ．2019年以前にも、現在と同様に供給不足による医薬品の入手困難の状況がありましたか

9



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

218 154 70.6 60 27.5 3 1.4 1 0.5 0 0.0

196 140 71.4 52 26.5 3 1.5 1 0.5 0 0.0

099床以下 25 12 48.0 10 40.0 3 12.0 0 0.0 0 0.0

100床台 36 20 55.6 15 41.7 0 0.0 1 2.8 0 0.0

200床台 26 15 57.7 11 42.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0

300床台 33 26 78.8 7 21.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0

400床台 24 20 83.3 4 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0

500床以上 52 47 90.4 5 9.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0

17 13 76.5 4 23.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.0 2 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

3 1 33.3 2 66.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全くそう思わない
回答

病院数
強くそう思う そう思う どちらでもない

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

あまりそう思わない

全　　体

7

Ｑ．医薬品の入手困難に対する対応が、他の薬剤師業務への負担になっていますか

医薬品の入手困難への対応による他の薬剤師業務への負担状況①

10



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

214 85 39.7 107 50.0 22 10.3

192 79 41.1 93 48.4 20 10.4

099床以下 22 7 31.8 13 59.1 2 9.1

100床台 35 11 31.4 21 60.0 3 8.6

200床台 26 7 26.9 17 65.4 2 7.7

300床台 33 14 42.4 11 33.3 8 24.2

400床台 24 12 50.0 11 45.8 1 4.2

500床以上 52 28 53.8 20 38.5 4 7.7

17 5 29.4 12 70.6 0 0.0

2 0 0.0 1 50.0 1 50.0

3 1 33.3 1 33.3 1 33.3

回答
病院数

はい いいえ わからない

全　　体

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

8

■ 「強くそう思う」または「そう思う」と回答した214病院（98.1%）を対象

Ｑ．医薬品の供給不足の対応によって、できなくなった他の薬剤師業務がありますか

医薬品の入手困難への対応による他の薬剤師業務への負担状況②

11



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

214 153 71.5 39 18.2 22 10.3

192 141 73.4 31 16.1 20 10.4

099床以下 22 14 63.6 4 18.2 4 18.2

100床台 35 19 54.3 10 28.6 6 17.1

200床台 26 18 69.2 6 23.1 2 7.7

300床台 33 23 69.7 7 21.2 3 9.1

400床台 24 22 91.7 1 4.2 1 4.2

500床以上 52 45 86.5 3 5.8 4 7.7

17 9 52.9 6 35.3 2 11.8

2 1 50.0 1 50.0 0 0.0

3 2 66.7 1 33.3 0 0.0

回答
病院数

はい いいえ わからない

全　　体

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

医薬品の入手困難への対応による他の薬剤師業務への負担状況③

9

■ 「強くそう思う」または「そう思う」と回答した214病院（98.1%）を対象

Ｑ．医薬品の供給不足の対応によって、薬剤師の時間外労働の時間は増えましたか

12



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

218 24 11.0 66 30.3 128 58.7

196 17 8.7 62 31.6 117 59.7

099床以下 25 0 0.0 11 44.0 14 56.0

100床台 36 3 8.3 20 55.6 13 36.1

200床台 26 3 11.5 11 42.3 12 46.2

300床台 33 3 9.1 6 18.2 24 72.7

400床台 24 3 12.5 8 33.3 13 54.2

500床以上 52 5 9.6 6 11.5 41 78.8

17 6 35.3 3 17.6 8 47.1

2 0 0.0 1 50.0 1 50.0

3 1 33.3 0 0.0 2 66.7

いいえ わからない

全　　体

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

回答
病院数

はい

医薬品の入手困難への対応による他の薬剤師業務への負担状況④

10

Ｑ．医薬品の入手困難による処方薬の変更や削除によって、有害事象が発生した例はありましたか
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（n=206）

（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

5 2.4 38 18.4 55 26.7 71 34.5 37 18.0

5 2.4 39 18.9 50 24.3 70 34.0 42 20.4

6 2.9 19 9.2 49 23.8 71 34.5 61 29.6

2 1.0 13 6.3 25 12.1 88 42.7 78 37.9

2 1.0 10 4.9 26 12.6 67 32.5 101 49.0

どちらでもない やや不満 不満

全体の満足度

満足 やや満足

情報の即時性

理由の明確性

対応策の提案

期間の明確性

医薬品の供給に関する情報源についての活用と満足度①

11

製薬企業の案内文書
（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

217 206 94.9 11 5.1 0 0.0

195 185 94.9 10 5.1 0 0.0

099床以下 24 21 87.5 3 12.5 0 0.0

100床台 36 34 94.4 2 5.6 0 0.0

200床台 26 26 100.0 0 0.0 0 0.0

300床台 33 30 90.9 3 9.1 0 0.0

400床台 24 23 95.8 1 4.2 0 0.0

500床以上 52 51 98.1 1 1.9 0 0.0

17 16 94.1 1 5.9 0 0.0

2 2 100.0 0 0.0 0 0.0

3 3 100.0 0 0.0 0 0.0

活用している

全　　体

回答
病院数

知っているが活用していない 知らない

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

14



（n=90）

（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

15 16.7 49 54.4 18 20.0 8 8.9 0 0.0

25 27.8 38 42.2 19 21.1 8 8.9 0 0.0

5 5.6 16 17.8 45 50.0 17 18.9 7 7.8

1 1.1 12 13.3 42 46.7 23 25.6 12 13.3

2 2.2 8 8.9 44 48.9 18 20.0 18 20.0

不満満足 やや満足 どちらでもない やや不満

全体の満足度

情報の即時性

理由の明確性

期間の明確性

対応策の提案

12

医薬品の供給に関する情報源についての活用と満足度②

（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

217 90 41.5 74 34.1 53 24.4

195 83 42.6 67 34.4 45 23.1

099床以下 25 5 20.0 11 44.0 9 36.0

100床台 36 14 38.9 11 30.6 11 30.6

200床台 26 8 30.8 12 46.2 6 23.1

300床台 33 14 42.4 13 39.4 6 18.2

400床台 23 10 43.5 8 34.8 5 21.7

500床以上 52 32 61.5 12 23.1 8 15.4

17 5 29.4 6 35.3 6 35.3

2 2 100.0 0 0.0 0 0.0

3 0 0.0 1 33.3 2 66.7

知らない

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

全　　体

回答
病院数

活用している 知っているが活用していない
医療用医薬品供給状況
データベース（DSJP）

15



（n=23）

（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

1 4.3 5 21.7 10 43.5 6 26.1 1 4.3

0 0.0 5 21.7 13 56.5 4 17.4 1 4.3

0 0.0 1 4.3 11 47.8 7 30.4 4 17.4

0 0.0 1 4.3 7 30.4 11 47.8 4 17.4

0 0.0 1 4.3 6 26.1 9 39.1 7 30.4期間の明確性

対応策の提案

全体の満足度

不満

情報の即時性

理由の明確性

満足 やや満足 どちらでもない やや不満

（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

216 23 10.6 112 51.9 81 37.5

194 22 11.3 99 51.0 73 37.6

099床以下 25 1 4.0 8 32.0 16 64.0

100床台 36 3 8.3 17 47.2 16 44.4

200床台 25 3 12.0 10 40.0 12 48.0

300床台 32 2 6.3 20 62.5 10 31.3

400床台 24 6 25.0 9 37.5 9 37.5

500床以上 52 7 13.5 35 67.3 10 19.2

17 1 5.9 12 70.6 4 23.5

2 0 0.0 1 50.0 1 50.0

3 0 0.0 0 0.0 3 100.0

知らない

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

全　　体

回答
病院数

活用している 知っているが活用していない

13

医薬品の供給に関する情報源についての活用と満足度③

日本ジェネリック製薬協会
（JGA）によるデータベース

16



（n=14）

（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

0 0.0 5 35.7 3 21.4 4 28.6 2 14.3

1 7.1 3 21.4 4 28.6 2 14.3 4 28.6

0 0.0 2 14.3 6 42.9 3 21.4 3 21.4

0 0.0 0 0.0 7 50.0 4 28.6 3 21.4

0 0.0 0 0.0 6 42.9 6 42.9 2 14.3

やや不満 不満

全体の満足度

情報の即時性

対応策の提案

やや満足 どちらでもない

期間の明確性

満足

理由の明確性

（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

216 14 6.5 81 37.5 121 56.0

194 12 6.2 72 37.1 110 56.7

099床以下 25 0 0.0 7 28.0 18 72.0

100床台 35 4 11.4 12 34.3 19 54.3

200床台 26 2 7.7 7 26.9 17 65.4

300床台 33 0 0.0 15 45.5 18 54.5

400床台 23 2 8.7 7 30.4 14 60.9

500床以上 52 4 7.7 24 46.2 24 46.2

17 2 11.8 8 47.1 7 41.2

2 0 0.0 1 50.0 1 50.0

3 0 0.0 0 0.0 3 100.0

知らない

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

全　　体

回答
病院数

活用している 知っているが活用していない

14

医薬品の供給に関する情報源についての活用と満足度④

日本製薬団体連合会
によるデータベース

17



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

217 8 3.7 93 42.9 116 53.5

195 8 4.1 85 43.6 102 52.3

099床以下 25 0 0.0 11 44.0 14 56.0

100床台 36 2 5.6 17 47.2 17 47.2

200床台 25 1 4.0 11 44.0 13 52.0

300床台 33 1 3.0 12 36.4 20 60.6

400床台 24 1 4.2 7 29.2 16 66.7

500床以上 52 3 5.8 27 51.9 22 42.3

17 0 0.0 8 47.1 9 52.9

2 0 0.0 0 0.0 2 100.0

3 0 0.0 0 0.0 3 100.0

知らない

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

全　　体

回答
病院数

活用している 知っているが活用していない

医薬品の供給の相談窓口※の活用の有無と満足度①

15

※ 医療用解熱鎮痛薬等の供給相談窓口（医療用解熱鎮痛薬等110番）

18



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

8 6 75.0 2 25.0 0 0.0

8 6 75.0 2 25.0 0 0.0

099床以下 0 0 － － 0 － － 0 － － 

100床台 2 1 50.0 1 50.0 0 0.0

200床台 1 1 100.0 0 0.0 0 0.0

300床台 1 1 100.0 0 0.0 0 0.0

400床台 1 1 100.0 0 0.0 0 0.0

500床以上 3 2 66.7 1 33.3 0 0.0

0 0 － － 0 － － 0 － － 

0 0 － － 0 － － 0 － － 

0 0 － － 0 － － 0 － － 

はい いいえ わからない

全　　体

回答
病院数

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

16

■ 「活用している」と回答した8病院（3.7%）を対象

Ｑ．この相談窓口を活用したことで問題が解決しましたか

医薬品の供給の相談窓口※の活用の有無と満足度②

※ 医療用解熱鎮痛薬等の供給相談窓口
（医療用解熱鎮痛薬等110番）

19



（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

8 1 12.5 1 12.5 3 37.5 2 25.0 1 12.5

8 1 12.5 1 12.5 3 37.5 2 25.0 1 12.5

099床以下 0 0 － － 0 － － 0 － － 0 － － 0 － － 

100床台 2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 1 50.0

200床台 1 1 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

300床台 1 0 0.0 1 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

400床台 1 0 0.0 0 0.0 1 100.0 0 0.0 0 0.0

500床以上 3 0 0.0 0 0.0 2 66.7 1 33.3 0 0.0

0 0 － － 0 － － 0 － － 0 － － 0 － － 

0 0 － － 0 － － 0 － － 0 － － 0 － － 

0 0 － － 0 － － 0 － － 0 － － 0 － － 

やや満足 どちらでもない やや不満 不満

全　　体

回答
病院数

一般病院

精神科病院

療養型病院

ｹｱﾐｯｸｽ病院

満足

17

医薬品の供給の相談窓口※の活用の有無と満足度③

※ 医療用解熱鎮痛薬等の供給相談窓口
（医療用解熱鎮痛薬等110番）

■ 「活用している」と回答した8病院（3.7%）を対象

Ｑ．この相談窓口の満足度をお答えください

20



■ 上位20品目を抽出 当該医薬品の中でもっとも多い理由

（病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%） （病院） （%）

1 カロナール（錠・細粒・DS） 57 27.3 2 3.5 11 19.3 30 52.6 8 14.0 6 10.5 0 0.0

2 メロペネム点滴静注用 50 23.9 1 2.0 28 56.0 10 20.0 10 20.0 1 2.0 0 0.0

3 生食注シリンジ 46 22.0 1 2.2 12 26.1 21 45.7 3 6.5 5 10.9 4 8.7

4 オーグメンチン配合錠 27 12.9 8 29.6 6 22.2 8 29.6 3 11.1 0 0.0 2 7.4

5 カルボシステイン（錠・散・DS等） 26 12.4 0 0.0 9 34.6 11 42.3 3 11.5 3 11.5 0 0.0

6 献血ヴェノグロブリンIH10％静注 22 10.5 1 4.5 12 54.5 2 9.1 7 31.8 0 0.0 0 0.0

7 セファゾリンNa（注射用・点滴静注） 22 10.5 0 0.0 7 31.8 9 40.9 4 18.2 0 0.0 2 9.1

8 アブラキサン点滴静注用 20 9.6 14 70.0 1 5.0 1 5.0 2 10.0 0 0.0 2 10.0

9 メジコン錠 20 9.6 1 5.0 8 40.0 5 25.0 6 30.0 0 0.0 0 0.0

10 ウロキナーゼ静注用 19 9.1 15 78.9 0 0.0 0 0.0 3 15.8 0 0.0 1 5.3

11 アストミン錠 18 8.6 0 0.0 4 22.2 8 44.4 5 27.8 0 0.0 1 5.6

12 ヘパリンCa（皮下注・ロック用） 17 8.1 2 11.8 3 17.6 4 23.5 2 11.8 5 29.4 1 5.9

13 セフメタゾールNa静注用 16 7.7 1 6.3 6 37.5 3 18.8 6 37.5 0 0.0 0 0.0

14 ビペリデン塩酸塩（錠・細粒） 16 7.7 0 0.0 5 31.3 7 43.8 4 25.0 0 0.0 0 0.0

15 プロポフォール静注 14 6.7 1 7.1 7 50.0 2 14.3 1 7.1 1 7.1 2 14.3

16 アスベリン（錠・散等） 12 5.7 0 0.0 7 58.3 2 16.7 3 25.0 0 0.0 0 0.0

17 アセトアミノフェン（錠・DS） 12 5.7 1 8.3 2 16.7 8 66.7 1 8.3 0 0.0 0 0.0

18 オメプラゾール注用20mg 12 5.7 1 8.3 4 33.3 6 50.0 0 0.0 1 8.3 0 0.0

19 トルリシティ皮下注0.75mgアテオス 12 5.7 2 16.7 3 25.0 2 16.7 4 33.3 0 0.0 1 8.3

20 献血ベニロン−I静注用 12 5.7 0 0.0 7 58.3 0 0.0 4 33.3 0 0.0 1 8.3

　薬剤部門での
　調剤または調製が
　必要になった

その他No. 医薬品名
病院数

（n=209）

割合
（%）

代替薬が市販
されていない

　 代替薬は市販
　 されているが
　 入手困難

処方数量が多い
入手困難の
期間が長い

今般の医薬品の供給不足の発生以降（2021年以降）に入手困難となった医薬品の中で
薬剤師の業務負担が特に大きかった医薬品とその理由 ※ 1施設につき最大5種類まで回答とした

18
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今般の医薬品の供給不足の対応に費やした薬剤師数と時間

19

■ 各病院の対応時間数の分布

（時間）

■ 対象期間：2024年2月13日～3月15日（1か月）

[a] [b] [b]/[a] [c] [b]/[c]
（時間） （時間） （時間） （人） （人） （%） （時間）

162 5,044 31.1 242.1 3,007 803 26.7 6.3

Ａ インターネットによる医薬品の流通状況に関する情報収集※1 149 1,114 7.5 45.3 2,892 749 25.9 1.5

Ｂ 製薬企業や卸の担当者からの情報収集や納品に関する相談※2 162 1,210 7.5 63.8 3,007 803 26.7 1.5

Ｃ 代替薬の検討と対応※3 149 1,030 6.9 50.5 2,909 774 26.6 1.3

Ｄ 医療従事者間での情報共有※4 154 844 5.5 36.6 2,881 762 26.4 1.1

Ｅ 院外薬局への対応※5 106 447 4.2 26.0 2,085 627 30.1 0.7

Ｆ 患者への対応※6 57 129 2.3 17.3 1,025 332 32.4 0.4

Ｇ その他 56 270 4.8 58.5 1,210 372 30.7 0.7

全 体

対応時間数※1 製薬企業のホームページや医薬品情報データベースなどインターネットで情報を収集した時間
※2 製薬企業や卸の担当者から直接情報収集した時間や納品の相談または交渉をした時間
※3 代替できる医薬品の情報を調べた時間、各診療科の医師と相談した時間、新しく医薬品ﾏｽﾀを作成した時間

※4 院内の医師や薬剤師に情報共有に要した時間、その情報共有に用いる資料の作成に要した時間
※5 院外薬局からの問合せ対応に要した時間、院外薬局との相談や情報共有に要した時間
※6 患者への投薬時で説明を要した時間、患者からの問合せ対応に要した時間

対応した
薬剤師数 1人当たり

回答
病院数

薬剤師数 割合合計 1病院当たり 最大

22



① 団体・機関名 一般社団法人　北海道薬剤師会 カテゴリー

1
○ 北海道厚生局が行う、保険薬局・保険薬剤師を対象とする集団指導・個別指導等
で、講話や講評において後発医薬品の不安定供給に関する現状を伝達

C:情報提供

2
○ 2024/10/2(水) 北海道移植医療財団との共催イベント（パネル展）における、ジェネ
リック医薬品使用啓発パネルを用いた道民への普及啓発

D:使用促進

3
○ 2024/10/15(火)〜2024/10/16(水) ジェネリック医薬品使用啓発パネルを用いた道民
への講習会・パネル展等における普及啓発（各支部開催の薬と健康の週間行事等）

D:使用促進

4

○ 令和6年度北海道薬剤師会通常総会において、代議員の後発医薬品不安定供給状
況に関する質問に対して現状と今後の状況を説明。更にその回答を北海道薬剤師会各
支部の会員へ確実に伝達するように、また薬局利用者に対しても丁寧に説明するよう
伝達

C:情報提供

5
○ 北海道薬剤師会としては、道議会議員、各支部内の市議会議員等に対して、医薬品
不安定供給の現状と課題等を報告し、国に対して働きかけるよう訴えを継続的に行って
いる

A:安定供給

6
○ 北海道薬剤師会としては、厚生労働省からの依頼を受け、2024年10月から開始され
た選定療養制度について薬局で掲示などを行い、薬局利用者に対して、丁寧に説明す
るように伝達

E:その他

1
○ 引き続き北海道厚生局が行う、保険薬局・保険薬剤師を対象とする集団指導・個別
指導等で、講話や講評において後発医薬品の不安定供給に関する現状を伝達

C:情報提供

2
○ ジェネリック医薬品使用啓発パネルを用いた道民への講習会・パネル展等における
普及啓発（各支部開催の薬と健康の週間行事等）

D:使用促進

3
○ 北海道薬剤師会としては、道議会議員、各支部内の市議会議員等に対して、医
薬品不安定供給の現状と課題等を報告し、国に対して働きかけるよう訴えを継続的に
行っている

A:安定供給

4

5

1
○ 昨今の後発医薬品不安定供給状態が継続する中でどのように後発医薬品の使用を
推進していくか

D:使用促進

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団
体等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを
選択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 一般社団法人　北海道病院薬剤師会 カテゴリー

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1 出荷制限がこれほど多くなっている原因と安定供給の今後の見込みについて A:安定供給

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団体
等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを選
択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 一般社団法人北海道医薬品卸売業協会 カテゴリー

1 流通在庫の偏在を極力起こさないよう、実績等に基づきシステム及び人員を用いた流通を実施している。A:安定供給

2 出荷調整品が多く、問合せや在庫調整対応に時間を費やしている A:安定供給

3 在庫管理 A:安定供給

4 GDPガイドラインを遵守したセンターで在庫管理および配送を実施。 B:品質確保

5 PIC/S GDPに準拠した保冷箱により（統一規格）運用している B:品質確保

6 行政、製薬メーカーから発信される情報を適宜取引医療機関に案内している。 C:情報提供

7 新発売時は医療機関等へ情報提供を実施 C:情報提供

8 後発品切替を検討されている医療機関へ、求めに応じ情報・資料を提供している。 D:使用促進

1
業界の求めに応じて税金を投入し薬価が上がる「最低薬価品」「不採算品再算定」の品
目について製品価値の啓蒙をい医療機関にしていく。

C:情報提供

2

3

4

5

1 製品価値の啓蒙、返品基準について B:品質確保

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団体
等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを選
択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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日本ジェネリック製薬協会の新たな取組み

日本ジェネリック製薬協会
会長 川俣 知己
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後発品 長期収載品 ＧＥ置換可能市場 GE Share（％）

数量（億錠）

（ジェネリック製薬協会会員会社のデータ及び協会会員外も含めた一部IQVIA社のデータ（2013年度〜2023年度）をもとに推計 無断転載禁止）

1. 後発医薬品・長期収載品の数量と後発医薬品の数量シェア

○ 現状、ジェネリック医薬品の生産量は毎年増加傾向にある。
○ 一方で、後発医薬品は約24％（品目ベース・本年9月時点・日薬連調査）が「通常出荷以外」の
状況にあり、先月より5％改善しているが、依然供給不安は続いている状況。
〇 JGAとしては、各社生産効率化など増産努力をしてきたが、引き続き生産余力の強化に努める。
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2．日本ジェネリック製薬協会の新たな取組み（総論）
（1） 新たな取組みの柱

2024年7月18日 JGA理事会資料より
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出典︓社会保障審議会医療保険部会（令和6年9月30日）

（２）厚生労働省 「安定供給の確保を基本として、後発医薬品を適切に
使用していくためのロードマップ」
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（3）ジェネリック医薬品を巡る主な課題とその対応（全体像）

１．安定供給

課題 （1）医療現場における供給不足

対応

（2）パンデミック等緊急時の供給
（各社の全生産能力合計を
更に超える需要にどう対応す
るか）

① 各社の生産体制の強化

② JGAによる安定供給責任者会議
の設置

③ （検討中）

２．製造管理・品質管理体制

課題 （1）技術的課題
（承認書との齟齬など）

（2）品質確保を最優先とする
企業文化

④ （日薬連による）自主点検通知への
対応と第三者機関によるチェック

⑥ （アカデミア協力のもと）JGAによるク
オリティーカルチャー醸成のための研修

⑤ JGAによる新たに生産を開始する際の
「技術移管」 等の技術的好事例の共有・
講習会の実施

３．産業構造

課題 品質の確保された医薬品を安定
的に供給していくための産業構造 ⑦ 持続可能な産業構造を目指し、JGA

による産業構造あり方研究会
・・・本日の主な説明
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3．日本ジェネリック製薬協会の新たな取組み（各論）
（1） 「安定供給責任者会議」の設置

（1）設置の背景
① 後発医薬品の供給停止・出荷調整などの供給不安懸念事象が継続的に

発生している。
② 後発品の供給不安に対しては、代替品の確保など業界で連携して対応する

必要がある。これまでは、安定供給に関して責任者が集まる場がなかった。
③ 事案の発生及び原因となるメーカーの対応状況について、業界及び関連企

業が十分把握できていない。
④ 供給不安懸念事象に関し、個社により行われる対応方策について、必要に

応じ業界としてのサポートが必要。
⑤ 国においても、各社の安定供給責任者の設置を法令に位置付ける検討が

なされている。
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（２）「安定供給責任者会議」の目的
① JGA会員会社の安定供給責任者を常時把握する。
② 後発医薬品の供給停止・限定出荷その他の供給不安懸念事象につい

てJGAとしても情報を集約・共有する。
③ 個別事案の早期正常化を図るために必要とするJGA各社からの相談に

応じ必要なサポートを行う。
④ 現在生じている後発医薬品の供給不安懸念事象の原因や対応状況を

分析するとともに各社の取り組み好事例等を共有する。
などにより、将来的な事案発生の予防や早期解決に役立てることを目指す。

（３）各社実務者による具体的なスキームを検討
① 各社の安定供給責任者登録方法
② 供給不安懸念事象発生時の登録・情報共有の方法
③ 個社から供給不安懸念事象に関する相談があった場合の対応・サポート方法
④ 既存事案の分析・取組好事例の共有の方法 等

（1） 「安定供給責任者会議」の設置
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（2）品質文化醸成に向けた「教育研修部会」の立ち上げ

〇 JGA各社は、今後の大規模災害や事故における補償生産能力を確保する意味でも、大規模な設備
投資を行っているが、それらを稼働させる人員の確保と定着に苦労している。人財確保と育成が喫緊の課題
である。

〇 これまでは、製造管理・品質管理に関する規則やルールを教育することを第一優先としてきたが、同時
に、規則やルールを守る文化の醸成教育も重要であり、この取組みが各社において温度差があった。

〇教育研修部会では、「クオリティーカルチャー醸成に向けた人材育成及び定着のための取組の共有」を目
的とし、「GMPを守れる文化教育」および「ガバナンス体制の構築」について研修会や教育を検討していく。な
お、検討に際し、外部機関の協力もお願いし、より実効性の高いものにしていく。

クオリティーカルチャー醸成に向けた人材育成及び定着のための取組の共有を目
的とし、品質委員会に教育研修部会を立ち上げる。

品質委員会

教育研修部会 品質部会

幹事会
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（3）「JGA産業構造あり方研究会」の立ち上げ

〇ジェネリック医薬品の置換率は当初の目標である80％を超え、新たに金額ベースでの目標が定められたも
のの、今後極端な市場拡大は見込めない状況である。

〇 ジェネリック医薬品産業を取り巻く環境も年々変化しており、毎年の薬価改定などにより、これまでの価
格競争によりシェアの拡大を求めてきた産業構造に限界を来している。また、少量多品種生産の解消も課
題となっている。

〇 更に、これまでジェネリック医薬品の中心であった低分子医薬品から、市場の医薬品はバイオ医薬品など
の高分子医薬品へのシフトも進んでいる。

〇 こうした環境において、持続可能なジェネリック医薬品企業のあり方とは何かを研究し、会員企業各社の
情報共有と、外部有識者の方々からのご意見を伺い、経営方針の変更、整理・統合あるいは撤退の判断
をするための情報提供をすることを目標とし、JGAとしての将来に向けた産業構造のあり方の具体策について
議論したい。

産業構造のあるべき姿について、各企業の役割の明確化と強みの相互補完の
観点からの調査・研究のための研究会を立ち上げる。
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供給状況の概要
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① 団体・機関名 札幌医科大学附属病院 カテゴリー

1 後発医薬品使用体制加算1の算定 D:使用促進

2 バイオ後続品使用体制加算の算定 D:使用促進

3

4

5

1 院内フォーミュラリーの作成 D:使用促進

2

3

4

5

1 北海道内における抗てんかん薬の後発医薬品の使用割合または調剤率（数量ベース） C:情報提供

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団体
等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを選
択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 北海道消費生活コンサルタントクラブ カテゴリー

1 定期的に医薬品の適正使用に関する啓発活動を実施しています。 C:情報提供

2

3

4

5

1 医薬品の適正使用に関する基礎知識の確認のための学習会 C:情報提供

2 専門家を講師に招いて、医薬品の適正使用等に関する講演会の開催 C:情報提供

3

4

5

1

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団
体等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを
選択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 全国健康保険協会北海道支部 カテゴリー

1
（加入者向け）ジェネリック医薬品希望シール（保険証・お薬手帳貼付用）の配布【保険
証発行時】2024年11月まで

D:使用促進

2 （医療機関・薬局向け）ジェネリック医薬品カルテの送付【年１回発送（R7.3予定）】 C:情報提供

3

4

5

1
若年層に向けた「上手な医療のかかり方案内（ジェネリック医薬品促進案内含む）」送付
による啓発

D:使用促進

2

3

4

5

1 北海道内の各地域におけるフォーミュラリの運用状況について D:使用促進

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団
体等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを
選択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 北海道庁（医務薬務課） カテゴリー

1
後発品に限らず。不足が生じている医薬品等の取扱について国からの情報を関係団体
等に通知

A:安定供給

2 後発品に限らず、製薬企業のGMP調査の実施 B:品質確保

3 薬と健康の習慣において医薬品の適正使用等についての啓発 C:情報提供

4 後発医薬品採用リスト、啓発ポスターの作成及び、ホームページへの公開 C:情報提供

5
医薬品・医療機器等の一斉監視において医薬品製造業者、製造販売業者及び
卸売販売業者に立入検査を行うと共に、市場流通している後発品の検査実施

B:品質確保

1 国からの情報を関係団体へ通知 A:安定供給

2 後発品に限らず、製薬企業のGMP調査の実施 B:品質確保

3 薬と健康の習慣において、医薬品の適性使用等について啓発 C:情報提供

4 後発医薬品採用リスト、啓発ポスターの作成 C:情報提供

5
医薬品・医療機器等の一斉監視において医薬品製造業者、製造販売業者及び
卸売販売業者に立入検査を行うと共に、市場流通している後発品の検査実施

B:品質確保

1

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団体
等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを選
択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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